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機 物流の進化と高度化
`額:猿饉

'

去る9月 に開催された日本物流

学会全国大会の統一論題は、「進化す

る企業物流 と物流業者の戦略」だっ

た。「進化Jを 「物事が進歩して、よ

りす ぐれたものや複雑なものになる

こと」 とすれば、「物流の進化」は

「業務に付加価値をつけ、以前よりも

高度なサービスに変えてい くこと」

と考えて良い。そして、進化にlll‐き

ものなのが、アウ トソーシングであ

る。

このためパネルディスカッション

においても、当然のことなが らアウ

トソーシングやサー ド・パーテイ ・

ロジステ ィクス (3 P L i Third

Party Logistics)の話に集中してい

った。

綺難1豪 鷲:

攀 荷主のアウ トソーシング
構 犠 罐

'

荷主の立場から、アウ トソーシン

グを考えてみよう。

パ ン屋が、パンそのものの製造販

売から進化 し、サンドイッチを作 り

出したとする。サンドイッチはパン

より加工度が高 く付加価値 も高い。

そしてサンドイッチづ くりが本業 と

なれば、パ ン製造をアウ トソーシン

グしても良い。ハムや卵は、もとよ

り外部から調達している (図1)。

このように本業が進化 してい くな

らば、もともとの業務をアウ トソー

シングすることで効率化を図ること

ができる。つまり荷主が物流業務を

本業の一部 と考えないのであれば、

アウ トソーシングすることは当然の

こととなる。

滲 瀬 警

難 物流業者のアウ トツーシング
:懸

'1職

難奪,

次に物流業者の立場から、アウ ト

ソーシングを考えてみよう。

荷主がアウトソーシングするとき、

物流業者は受け]11になって荷主の物

流業務を受託することは多い。 しか

し一方では物流業者が進化 し、物流

業者自身が一部の物流業務をアウ ト

ソーシングすることもある。

たとえば宅配使業者は集荷配送業

務を優先 し、幹線輸送を関連会社に

アウ トソーシングしている。物流セ

ンター内の作業を、別会社に委託す

る物流業者も多い (図2)。

醸 アウトツーシング、いろいろ
饉,鰺 機

荷主であれ物流業者であれ、アウ

トソーシングの動機や要因はどのよ

うに考えればよいのだろうか。ここ

では物流業務を、現場作業 (積み込

み荷おろし、庫内作業など)、業務管

理 (配送管理、在庫管理など)、経営

企画 (拠点配置、委託先選定など)

の 3つ のレベルに分けて、アウ トソ

ーシングを考えてみたい (図3)。

第 1は 、作業委託型である。セン

ター内のビッキング作業や情報シス

テムの入出力作業を、外部委託する

ものである。宅配便業者が幹線輸送

を下請けに出すように、荷主だけで

な く物流業者 も外部委託 している。
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